
売
上
高
は
、
事
業
活
動
す
な
わ

ち
商
品
・
製
品
の
販
売
ま
た

は
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
に
よ
り
得

る
金
額
の
総
計
で
あ
り
、
事
業
活
動

の
根
幹
を
見
極
め
る
勘
定
科
目
の
１

つ
で
す
。
事
業
活
動
の
良
し
悪
し
を

判
断
す
る
う
え
で
は
、
少
な
く
と
も

３
期
分
の
損
益
計
算
書
を
並
べ
、
売

上
高
の
推
移
を
把
握
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
の
推
移
を
見
て
、
急
増

や
急
減
し
て
い
る
場
合
に
は
、
要
因

に
つ
い
て
経
営
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

売
上
高
か
ら
企
業
の
事
業
性
を
評

価
す
る
た
め
に
は
、
売
上
高
の
内
訳

を
把
握
し
、
商
品
・
製
品
別
、
顧
客

別
、
支
店
別
な
ど
で
ど
う
推
移
し
て

い
る
か
を
見
極
め
ま
す
。
し
か
し
決

算
書
で
は
そ
の
内
訳
は
見
え
ま
せ
ん

か
ら
、
企
業
の
実
態
を
つ
か
む
に

は
、
経
営
者
・
経
理
担
当
者
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
こ
こ
で
も
行
い
ま
す
。

大
き
く
融
資
の
規
模
感
を
把
握

決
算
書
か
ら
は
全
体
の
売
上
高
し

か
把
握
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
売
上

高
か
ら
は
会
社
の
規
模
感
を
見
ま

す
。「
こ
の
く
ら
い
の
売
上
高
な
ら

ど
の
程
度
の
融
資
が
可
能
か
」
と
大

き
く
融
資
の
規
模
感
を
把
握
す
る
の

で
す
。

例
え
ば
宿
泊
業
で
は
、
総
融
資
額

が
売
上
高
を
超
え
る
と
事
業
の
継
続

性
が
危
ぶ
ま
れ
ま
す
。
そ
う
す
る
と

業
種
に
よ
っ
て
こ
の
売
上
高
で
あ
れ

ば
融
資
限
度
は
こ
れ
く
ら
い
だ
な
と

判
断
で
き
る
の
で
す
。
売
上
高
は
財

務
分
析
で
は
、
収
益
性
分
析
で
よ
く

用
い
ら
れ
ま
す
。
売
上
高
総
利
益

率
、
売
上
高
経
常
利
益
率
、
売
上
高

営
業
利
益
率
な
ど
企
業
の
収
益
を
見

る
う
え
で
売
上
高
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

販
管
費
は
、
商
品
・
製
品
の
販

売
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど

売
上
高
を
あ
げ
る
た
め
に
か
か
っ
た

販
売
手
数
料
・
広
告
宣
伝
費
な
ど
の

販
売
費
と
企
業
全
体
の
管
理
業
務
に

か
か
る
一
般
管
理
費
の
合
計
で
す
。

決
算
書
で
は
販
管
費
と
し
て
一
括

で
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
販
管
費

を
見
る
と
き
は
販
売
費
と
一
般
管
理

費
で
区
別
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

販
売
費
の
代
表
例
は
、
広
告
宣
伝

費
、
販
売
手
数
料
、
荷
造
運
賃
な
ど

で
す
。
広
告
宣
伝
費
は
広
告
費
や
チ

ラ
シ
印
刷
代
の
作
成
費
用
な
ど
、
販

売
手
数
料
は
委
託
業
者
や
販
売
代
理

店
な
ど
へ
の
支
払
手
数
料
な
ど
、
荷

造
運
賃
は
商
品
発
送
の
た
め
に
必
要

な
運
送
費
用
や
、
梱
包
資
材
の
費
用

な
ど
の
こ
と
で
す
。

一
般
管
理
費
の
代
表
例
は
、
給
与

手
当
、
水
道
光
熱
費
、
通
信
費
、
地

代
家
賃
な
ど
で
す
。
販
管
費
に
計
上

さ
れ
る
給
与
手
当
は
経
理
・
総
務
部

門
と
い
っ
た
製
造
原
価
に
含
ま
れ
な

い
従
業
員
の
給
与
や
賞
与
、
各
種
手

当
な
ど
で
す
。

経
費
削
減
の
視
点
で
見
る

ま
た
販
管
費
は
、
経
費
削
減
の
視

点
で
見
る
こ
と
が
多
く
、
金
額
の
大

き
い
も
の
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
本
当

に
必
要
か
、
無
駄
な
経
費
で
は
な
い

の
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
削
減
さ
せ
る
こ

と
で
利
益
の
改
善
を
指
導
し
ま
す
。

多
く
の
企
業
は
厳
し
い
経
営
環
境

の
中
で
、
経
費
削
減
の
努
力
を
実
行

し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
経
営
者
の

目
を
開
く
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
こ
と

は
、
経
費
を
ど
う
有
効
に
使
え
ば
、

売
上
・
利
益
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き

る
の
か
、
非
常
に
効
果
的
な
取
組
み

だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

減
価
償
却
費
と
は
、
１
年
以
上

の
長
期
に
わ
た
っ
て
使
用
・

利
用
す
る
目
的
で
保
有
す
る
固
定
資

産
の
購
入
費
を
、
時
間
経
過
に
合
わ

せ
て
分
割
し
て
費
用
に
し
た
も
の
で

す
。建

物
、
機
械
、
備
品
、
車
両
な
ど

の
固
定
資
産
は
数
年
、
数
十
年
も
の

長
期
間
に
わ
た
っ
て
使
用
し
、
事
業

に
貢
献
す
る
も
の
で
す
。
例
え
ば
車

両
を
取
得
し
た
と
き
に
、
そ
の
取
得

額
を
そ
の
耐
用
年
数
に
応
じ
て
費
用

を
計
上
し
ま
す
。

減
価
償
却
費
の
計
算
方
法
に
は
、

定
額
法
と
定
率
法
が
あ
り
ま
す
。
定

額
法
は
耐
用
年
数
に
わ
た
っ
て
、
均

等
に
同
額
の
減
価
償
却
費
が
計
上
さ

れ
ま
す
。
取
得
価
額
×
償
却
率
（
耐

用
年
数
に
よ
っ
て
変
動
）
で
求
め
ら

れ
ま
す
。

固
定
資
産
と
し
て
ま
だ
保
有
す
る

場
合
は
、
最
後
の
年
の
減
価
償
却
で

調
整
し
、
１
円
だ
け
帳
簿
に
残
る
よ

う
に
し
ま
す
。

定
率
法
は
、
初
年
度
減
価
償
却
費

＝
取
得
価
額
×
償
却
率
×
使
用
月
数

／
12
ヵ
月
、
２
年
目
以
降
減
価
償
却

費
＝
期
首
帳
簿
価
額
×
償
却
率
で
計

算
し
ま
す
。
最
初
は
減
価
償
却
費
の

金
額
が
大
き
く
、
年
度
が
進
む
に
つ

れ
て
徐
々
に
金
額
が
小
さ
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
と
し
て
見
る

減
価
償
却
費
は
、
非
現
金
支
出
費

用
と
し
て
、
過
去
の
取
得
原
価
が
配

分
さ
れ
た
費
用
で
す
の
で
、
費
用
を

計
上
し
た
会
計
期
間
に
お
い
て
は
実

際
の
現
金
の
支
払
い
が
あ
り
ま
せ

ん
。
し
た
が
っ
て
減
価
償
却
費
は
キ

ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
と
し
て
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

決算書を読み解くうえで決算書を読み解くうえで
押さえておくべき押さえておくべき
勘定科目を理解しよう勘定科目を理解しよう

減
価
償
却
費

33
損
益
計
算
書

売
上
高

11
損
益
計
算
書

販
管
費
（
販
売
費
及
び
一
般
管
理
費
）

22
損
益
計
算
書

ここでは、決算書を読み解くうえで押さえておきたい勘定科目をここでは、決算書を読み解くうえで押さえておきたい勘定科目を
損益計算書・貸借対照表からそれぞれ挙げポイントを解説します。損益計算書・貸借対照表からそれぞれ挙げポイントを解説します。
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行政書士事務所長行政書士事務所長 黒木 正人黒木 正人

1213 　２０２3年 5 月号 　２０２3年 5 月号
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